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10月 25日（日）、扇ノ山紅葉登山（特定非営利活動法人上山高原エコミュージアム主催）
が開催され、40人が参加しました。参加者らはブナの落ち葉に包まれた登山道を扇ノ山山
頂を目指してハイキングしました。
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今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
死
亡
者
や
重

症
者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
国
が
接
種
者
の
優
先

順
位
や
実
施
時
期
を
設
定
し
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
義
務
接
種

で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
優
先
順
位
対
象
者
の
う
ち
希
望

者
に
接
種
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
受
け
方

　

２
回
接
種
（
１
週
間
か
ら
４
週
間
の

間
隔
を
置
い
て
２
回
接
種
を
受
け
る
）

※
対
象
者
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
１
回

接
種
で
良
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

ワ
ク
チ
ン
接
種
場
所

　

内
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
等
の
国

と
委
託
契
約
を
結
ぶ「
受
託
医
療
機
関
」

に
予
約
を
し
て
、
接
種
を
受
け
ま
す
。

接
種
対
象
者
と
接
種
時
期
の
目
安

　
【
表
１
】
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
１　

優
先
接
種
対
象
と
な
る
基
礎
疾

患
と
は
・
・
・

　

慢
性
の
呼
吸
器
病
、慢
性
の
心
臓
病
、

慢
性
の
腎
臓
病
、
慢
性
の
肝
臓
病
、
神

経･

神
経
筋
の
病
気
、
血
液
の
病
気
、

糖
尿
病
、
病
気
や
治
療
で
免
疫
抑
制
状

態
、
小
児
の
病
気
な
ど
で
す
。
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
が
受
託
医
療
機
関
で

な
い
場
合
、
患
者
は
主
治
医
に
「
優
先

接
種
対
象
証
明
書
」
を
発
行
し
て
も
ら

い
、
受
託
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る

事
に
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

　

接
種
費
用
は
実
費
と
な
り
ま
す
。
全

国
一
律
で
、
１
回
目
＝
３
６
０
０
円

　

２
回
目
＝
２
５
５
０
円　

合
計　

６
１
５
０
円
（
１
回
目
と
異
な
る
医
療

機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
２
回
目
は

３
６
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。
生
活
保

護
世
帯
や
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
優
先

接
種
対
象
者
に
は
、
接
種
費
用
の
軽
減

【表 1】優先的に接種する対象者と接種時期の目安
優先接種対象者（優先順位） 接種開始予定日

優
先
接
種
対
象
者

①インフルエンザ患者の診察に従事する医療従事者 10月 19日～
②妊婦・基礎疾患をもっている人（※１） 11月上旬～
③ 1歳から小学校 3年生に相当する年齢の小児 12月中旬～
④・１歳未満の小児の保護者

1月上旬～　・優先接種対象者のうち、身体上の理由により
　　予防接種が受けられない人の保護者

そ  対
の  象
他  者

の

小学校４～６年生、中学生、高校生に相当する年齢の人 1月中旬

高齢者（65歳以上） 1月以降

※接種開始時期は今後変更となる場合があります
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を
行
い
ま
す
。

【
軽
減
を
受
け
る
場
合
の
手
続
き
に
つ

い
て
】

〇
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
町
民
税
非

課
税
の
軽
減
対
象
者
に
は
、
窓
口
で

申
請
を
し
た
方
に
は
、
接
種
開
始
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
「
接
種
券
」
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
接
種
当
日
に
は

持
参
し
て
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
町
で
は
対
象
者
の
把
握
が
で

き
な
い
た
め
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

い
っ
た
ん
全
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

い
た
の
ち
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

軽
減
対
象
者
に
は
、
後
日
、
払
い
戻

し
し
ま
す
。
接
種
後
は
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
、
受
託
医
療
機
関
が
発
行

す
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
済
証
」
等
を
持
参
し
、
役
場
健

康
課
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ

や
か
～
に
」で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
本
町
に

転
入
さ
れ
た
世
帯
は
、
町
民
税
の
課

税
状
況
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
全
額
を
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
の
ち
、
町
民
税
非
課
税

世
帯
の
軽
減
対
象
者
に
は
、
後
日
、

払
い
戻
し
し
ま
す
。
転
入
さ
れ
た
世

帯
の
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
証
明
書
を
前
住
所
地

に
請
求
し
て
い
た
だ
き
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
払
い
戻
し
の
申
請
の
際
に
は
、
振
込

口
座
番
号
の
わ
か
る
預
金
通
帳
と
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
時
に
持
参
す
る

も
の
】

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
際
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
。「
優
先
接
種
対
象

者
証
明
書
」、「
母
子
健
康
手
帳
」、「
各

種
健
康
保
険
保
険
証
」、「
住
民
票
」
な

ど
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
詳

し
く
は
10
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
ピ
ン

ク
色
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

健
康
推
進
係　

保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

　

健
康
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

◆ワクチン接種できる町内医療機関

医療機関名 電話番号 普段かかって
いる人のみ どなたでも 医療機関名 電話番号 普段かかって

いる人のみ どなたでも

沢田医院 92-2653 ○ 浜辺医院 82-1224 ○

古澤クリニック 92-2600 ○ 瀧　医院 82-1272 ○

湯村温泉病院 92-0351 ○ 高木医院 82-3001 ○

照来診療所 92-1080 ○ あおぞらこどもクリニック 82-0349 ○

八田診療所 93-0001 ○ 浜坂七釜温泉病院 82-1398 ○

岸田出張診療所 93-0650 ○ 公立浜坂病院 82-1611 ○

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

久斗山浄水施設整
備工事

久斗山 膜ろ過施設　1式
電気計装設備　1式

56,070,000 平成 21年 9月 18日～
　平成 22年 3月 25日

株本建設工業㈱

新市浄水施設整備
工事

新市 紫外線照射施設　1式
電気計装設備　1式

302,400,000 平成 21年 10月 9日～
　平成 22年 12月 24日

株本建設工業㈱

ユートピア浜坂外
装改修及び防水改
修工事

浜坂
仮設、外装、防水、雑
工事　1式 18,690,000

平成 21年 10月 9日～
　平成 21年 12月 25日 ㈱森田材木店

（平成 21 年 9 月 16 日～平成 21 年 10 月 15 日契約分）
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山
陰
海
岸
を
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に 

 ！！

 
～
祝
・
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
候
補
地
に
決
定
～

　

本
町
を
含
む
三
府
県
、
三
市
三
町
の

行
政
、
民
間
団
体
で
組
織
す
る
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、昨
年
、

国
内
第
１
号
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証

を
目
指
し
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
内
評
価
の
中
で
学
術
的
価

値
の
整
理
や
組
織
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
が
不
十
分
と
さ
れ
、
残
念

　

10
月
28
日
（
水
）
午
後
５
時
す
ぎ
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
馬
場
町
長
に
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
候
補
地
に
決
定
し
た
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
庁
舎
玄
関
前
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

馬
場
町
長
は
、
集
ま
っ
た
職
員
を
前
に
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証
に
向
け
て
着

実
に
歩
み
続
け
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
馬
場
町
長
、
田
村
町

議
会
議
長
、谷
本
ジ
オ
パ
ー
ク
調
査
専
門
員
（
現
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
館
長
）

が
く
す
玉
を
割
っ
て
候
補
地
決
定
を
祝
い
ま
し
た
。

な
が
ら
国
内
候
補
地
と
し
て
選
ば
れ
る

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
こ
そ
は

と
、
地
質
学
者
な
ど
か
ら
な
る
専
門
部

会
を
協
議
会
内
に
組
織
す
る
な
ど
課
題

を
克
服
し
な
が
ら
活
動
を
強
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

本
年
６
月
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委

員
会
に
申
請
書
を
提
出
、
７
月
に
馬
場

町
長
（
協
議
会
幹
事
長
）
が
東
京
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
９
月
に

は
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
が
こ
の
た
び
の
国
内
候
補

地
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

山
陰
海
岸
の
ほ
か
、
室
戸
（
四
国
）、

秩
父
が
申
請
し
ま
し
た
が
、
選
ば
れ
た

の
は
山
陰
海
岸
の
み
で
し
た
。

　

決
定
に
あ
た
り
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
中
貝
会
長
は

「
今
後
は
住
民
が
地
域
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
世
界
レ
ベ

ル
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
に
向
け
て
、
ガ
イ
ド

養
成
や
国
内
は
も
と
よ
り
国
外
か
ら
の

お
客
様
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
な
ど

多
く
の
人
に
満
足
い
た
だ
け
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
が
主
体
的
に
活
動
す
る
体
制
な
ど
草

の
根
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来

年
度
に
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
視
察
な
ど
の
審
査
を
経
て
、

認
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま

す
。

　

本
町
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
住
民
が
町
に
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
地

域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
る

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
評
価

　

２
５
０
０
万
年
前
か
ら
１
５
０
０
万

年
前
に
か
け
て
、
大
陸
か
ら
日
本
列
島

が
分
離
し
て
日
本
海
が
で
き
た
と
き
の

火
山
活
動
に
伴
う
岩
石
、
地
層
か
ら
日

本
海
の
成
り
立
ち
が
わ
か
る
。
日
本
海

の
波
浪
で
で
き
た
鳥
取
砂
丘
な
ど
の
砂

丘
や
砂
州
地
形
と
岩
石
の
荒
々
し
い
浸

食
海
岸
の
対
照
も
見
ど
こ
ろ
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

▲くす玉を割って国内候補地決定を祝う
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【
回
答
】

　

地
域
の
公
共
放
送
は
行
政
が
一
方
的

に
使
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
化
し
、
利
用
し
、
支

え
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
議
会

放
送
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
代

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
お
よ
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
１
名
の
方
か
ら
１
件
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案

と
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に

つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の

都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
議
会
の

様
子
を
放
送
し
て
欲
し
い

　

町
の
情
報
を
町
民
は
知
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
な
ぜ
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
は
町
議
会
の
情
勢
を
き
ち
ん
と

し
た
形
で
報
道
出
来
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
会
議
の
様
子
を
町
民
全
体
で

知
り
、
議
員
さ
ん
方
々
、
町
長
、
職

員
さ
ん
の
活
躍
を
よ
く
理
解
す
る
こ

と
が
未
来
の
町
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

温
泉
地
域
で
は
出
来
る
が
、
浜
坂

地
域
に
は
施
設
が
な
い
か
ら
出
来
な

い
と
い
う
事
は
、
理
由
に
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
代　

男
性
）

表
が
、
公
式
の
場
で
議
論
し
な
が
ら
地

域
の
行
政
施
策
を
決
定
す
る
町
議
会
の

様
子
を
伝
え
る
こ
と
は
住
民
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
画
意
識
を
高
め
る
観
点
か

ら
有
効
で
す
。

　

現
在
、
地
上
波
及
び
自
主
放
送
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
併
せ
、
議
会
放
送
の
た
め

の
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
設

整
備
後
の
放
送
方
法
や
内
容
及
び
放
送

時
間
等
は
、
議
会
や
放
送
番
組
審
議
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
よ

り
迅
速
な
放
送
が
出
来
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
谷　

満
男
）

夢ネット・インターネット体験広場を開催

◇と 　 き　　11月 25日（水）午前 10時～
◇と こ ろ　　町民センター　第２会議室
◇参 加 料　　無料
◇募集人員　　10名（定員になり次第締め切り）
　　　　　　　※パソコンは主催者で用意します

―問い合わせ―
ケーブルテレビ事業室

℡（０７９６）９９‐２０８０

▲新温泉町議会の様子



機
能
等
の
整
備
計
画
や
施
設
周
辺

整
備
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
調

査
検
討
し
ま
す
。
会
議
に
出
席
し
、

住
民
の
立
場
か
ら
意
見
や
提
言
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
所
掌
事
務
が
終
了
す

る
日
ま
で

▼
報
償
等

　

会
議
出
席
１
回
に
つ
き
４
４
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。（
３
時
間
を
超
え

る
場
合
は
、
７
６
０
０
円
）

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
作
文
を
添
付
し
、
北
但
行

政
事
務
組
合
に
持
参
、
又
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

H21（2009）.11.12

町政のうごきから

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

募
集
概
要

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
応
募
資
格

　

平
成
21
年
11
月
１
日
現
在
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

◇
満
20
歳
以
上
の
方

◇
豊
岡
市
、
香
美
町
又
は
新
温
泉
町
に

在
住
す
る
方

◇
ご
み
又
は
環
境
に
関
心
の
あ
る
方

◇
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
等
に
出

席
で
き
る
方

◇
暴
力
団
の
構
成
員
、
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
者
で
な
い
方

▼
活
動
内
容

　

委
員
会
は
、
学
識
者
な
ど
計
13
名
程

度
を
予
定
し
、
施
設
が
備
え
る
啓
発

 

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備

　

検
討
委
員
会
の
公
募
委
員
の
募
集

く
だ
さ
い
。

※
作
文
は
「
こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理
施

設
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
４

縦
用
紙
横
書
き
で
自
筆
又
は
パ
ソ
コ

ン
入
力
で
、
８
０
０
字
程
度
と
し
ま

す
。

▼
募
集
期
限

　

平
成
21
年
11
月
25
日（
水
）ま
で〔
必

着
〕

▼
選
考
結
果

　

申
込
書
及
び
課
題
作
文
に
よ
り
審

査
・
選
考
し
、
応
募
者
本
人
に
結
果

を
通
知
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

◇
応
募
に
要
す
る
諸
費
用
は
、
応
募
者

の
負
担
と
い
た
し
ま
す
。

◇
応
募
書
類
は
、
選
考
の
た
め
の
み
に

使
用
し
、
公
開
は
し
ま
せ
ん
。
又
、

理
由
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
返
却

し
ま
せ
ん
。

◇
申
込
書
は
、
各
市
町
の
環
境
担
当
課

の
窓
口
、
又
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

　

FAX

（
０
７
９
６
）
24
‐
６
６
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

hokutan@
gaea.ocn.ne.jp

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
現
在
進
め
て
い
る
熱
回
収
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
を
主
体
と
し
た
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
（
以
下
「
施
設
」
と
い
う
。）

の
啓
発
機
能
（
情
報
提
供
・
学
習
の
場
、
修
理
・
再
生
の
場
な
ど
）
等
の
整
備
計

画
や
施
設
周
辺
整
備
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
広
域
ご
み
・
汚
泥

処
理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
ま
す
。

　

幅
広
い
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
こ
の
委
員
会
の
委
員

を
公
募
し
ま
す
。
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行
財
政
改
革　

平
成
20
年
度
実
績

　

将
来
に
わ
た
る
強
固
な
財
政
基
盤
と
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
平
成
18
年
12
月
に
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
4
年
間

を
改
革
の
集
中
的
な
実
施
期
間
と
位
置
付
け
て
、
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
継
続
項
目
を
中
心

に
人
件
費
・
職
員
数
の
削
減
、
事
務
事

業
の
評
価
・
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
新

た
に
、
県
か
ら
個
人
住
民
税
等
徴
収
対

策
職
員
派
遣
の
受
け
入
れ
、
新
温
泉
改

革
・
創
造
チ
ー
ム
の
設
置
に
関
す
る
要

綱
制
定
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
浜
坂
地

域
の
幼
保
一
元
化
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
項
目
78
項
目
を
細
分
化
し
た
取

組
項
目
は
１
５
８
項
目
あ
り
、
そ
の
う

ち
１
１
１
項
目
（
70
・
３
％
）
が
お
お

む
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。（
実

施
項
目
78
項
目
に
つ
い
て
は
、
44
項
目

が
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
ま

す
。）

　

行
財
政
改
革
効
果
額
の
計
画
額
と
実

績
額
と
の
乖か
い

離り

に
つ
い
て
は
、
計
画
策

定
当
初
、
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
業

の
開
始
に
よ
り
物
件
費
が
計
画
ど
お
り

削
減
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
町
有
財
産

の
未
利
用
地
等
の
売
却
処
分
が
進
ん
で

◆平成 20 年度行財政改革実施計画の実績

実 施 期 間 平成 18年度～平成 21年度　４年間

計画効果額 平成 20年度まで　1,070,902 千円
　（うち 20年度　　 306,647 千円）

実績効果額 平成 20年度まで　　828,597 千円　　達成率 77.4％
　（うち 20年度　　  127,736 千円　　達成率 41.7％）

い
な
い
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。◆平成 20 年度行財政改革実績効果額の主な内容 （単位：千円）

項　　目 Ｈ 20 効果額
１　住民と行政のパートナーシップの構築
２　健全な財政基盤の確立
通常経費の削減（物件費の削減） △ 18,389 

町有財産の総点検と未利用地等の売却処分等 △ 53,870

住宅造成事業の未売却区画の販売 △   5,982 

新たな財源の確保等（ＣＡＴＶインターネット加入者の確保など） △   2,216 

下水道事業の経営健全化（下水道接続率の向上） △   2,440 

水道事業の経営健全化（徴収率の向上） 2,385 

３　事務・事業の再編・整理

補助金等の見直し △   3,946 

４　組織・機構の整備と人事管理の適正化
定員適正化計画の策定と計画に基づいた職員数の適正化（13人削減） △ 53,757 

定員外職員の配置見直し（嘱託職員 3人削減、臨時職員 6人増加） 5,534 

各種手当の見直し（管理職手当、通勤手当） △   3,200 

５　行政サービスの向上と新時代の行政の推進

利用しやすい役場づくり（本庁舎駐車スペース不足の解消など） 7,975 
※マイナス表示が削減額

▼
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

町政のうごきから
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歳
入
と
歳
出
の
状
況

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、9
月
末
現
在
で
１
１
０
億
６
８
５
５
万…

７
千
円
で
す
。

　

収
入
済
額
は
44
億
３
９
２
８
万
１
千

円
。
予
算
額
に
対
す
る
収
納
率
は

40
・
１
％
で
す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は

33
億
９
０
１
５
万
６
千
円
、
予
算
額
に

対
す
る
執
行
率
は
30
・
６
％
で
す
。

　

歳
入
、
歳
出
の
科
目
別
の
執
行
状
況

は
、
表
１
、２
の
と
お
り
で
す
。

　

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
執
行

状
況
は
、
表
３
、４
の
と
お
り
で
す
。

町
債
、
基
金
な
ど
の
状
況

　

町
債
は
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
で
、
一
般
会
計
の

現
在
高
は
１
４
０
億
３
３
６
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
５
の
と
お
り
）

借
入
先
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、

簡
易
保
険
や
年
金
な
ど
の
政
府
資
金
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
支
払
資
金
と
す
る

一
時
借
入
金
の
合
計
額
は
、
６
億
円
で

す
。（
表
６
の
と
お
り
）

　

さ
ら
に
、
資
金
を
積
み
立
て
て
い
る

基
金
等
の
合
計
額
は
15
億
４
８
７
７
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
７
の
と
お

り
）

 

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

 ―
 

平
成
21
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
） ―

　

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

町
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
21
年
度
9
月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
・
地
方
債
及
び
一
時

借
入
金
の
現
在
高
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 108,129 54,030 50.0

総　務　費 1,434,967 437,524 30.5

民　生　費 1,847,463 644,541 34.9

衛　生　費 1,030,652 459,190 44.6

労　働　費 11,935 8,505 71.3

農林水産業費 791,071 131,898 16.7

商　工　費 375,120 249,260 66.4

土　木　費 606,556 86,636 14.3

消　防　費 489,233 197,951 40.5

教　育　費 1,495,089 336,485 22.5

災害復旧費 19,138 0 0.0

公　債　費 1,898,652 784,136 41.3

諸  支  出  金 948,536 0 0.0

そ　の　他 12,016 0 0.0

合　　　計 11,068,557 3,390,156 30.6

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,533,510 834,316 54.4
地方譲与税 117,700 36,430 31.0
各種交付金 291,753 148,647 50.9
地方交付税 4,654,238 3,066,189 65.9
分担金及び
　　負担金 88,838 26,319 29.6

使用料及び
　　手数料 244,050 115,627 47.4

国庫支出金 1,010,525 33,066 3.3
県  支  出  金 786,211 113,952 14.5
財  産  収  入 54,548 8,770 16.1
繰　入　金 81,768 0 0.0
諸　収　入 410,528 53,909 13.1
町　　　債 1,773,172 0 0.0
寄　附　金 21,567 1,907 8.8
そ　の　他 149 149 100.0
合　　　計 11,068,557 4,439,281 40.1

表２【一般会計歳出】 表１【一般会計歳入】
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表４【公営企業会計】

表３【特別会計】

会　　計　　名 地方債残高
一般会計 14,033.6
コミュニティ・プラント事業特別会計 458.9
下水道事業特別会計 9,241.6
水道事業会計 2,077.5
公立浜坂病院事業会計 1,562.6

合　　　　計 27,374.2

表７【基金等現在高】

表５【地方債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,986,978 618,706 31.1 975,794 49.1
老人保健事業特別会計 15,284 205 1.3 259 1.7
介護保険事業特別会計 1,253,478 502,554 40.1 546,141 43.6
浜坂地区残土処分場事業特別会計 48,338 23,996 49.6 6,021 12.5
温泉地区残土処分場事業特別会計 20,154 25,288 125.5 3,047 15.1
コミュニティ・プラント事業特別会計 109,027 7,157 6.6 50,945 46.7
宅地造成事業特別会計 5,698 5,700 100.0 0 0.0
簡易水道事業特別会計 114,320 15,630 13.7 11,469 10.0
七釜温泉配湯事業特別会計 11,858 8,476 71.5 1,247 10.5
下水道事業特別会計 1,002,223 93,770 9.4 460,763 46.0
後期高齢者医療特別会計 181,086 56,726 31.3 50,954 28.1

合　　　　　　　計 4,748,444 1,358,208 28.6 2,106,640 44.4

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病院事業
予算現額 1,296,700 1,432,025 229,326 229,326
執行済額 448,867 548,366 110,664 74,779
収納・執行率（％） 34.6 38.3 48.3 32.6

水道事業
予算現額 330,030 371,829 76,265 208,091
執行済額 100,403 73,410 0 64,300
収納・執行率（％） 30.4 19.7 0.0 30.9

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 46,633 46,633 911 1,926
執行済額 18,541 8,474 0 0
収納・執行率（％） 39.8 18.2 0.0 0.0

◆公有財産

公用財産 土地 16,163㎡
建物 7,812㎡

公共用財産 土地 805,904㎡
建物 138,150㎡

普通財産 土地 3,260,392㎡
建物 3,892㎡

山　　林 所有 2,982,205㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 25施設
物　　件 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 437,327 千円

（単位：千円）

（単位：百万円）

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
公立浜坂病院事業会計 600,000

合　　　　計 600,000

◆基　　金 　　 （単位：千円）
財政調整基金 447,880
地域振興基金 300,000
土地開発基金 49,504
減債基金 31,103
ふるさと水と土保全対策基金 2,584
ふるさとづくり基金 1,920
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 401,301
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 84,676
介護従事者処遇改善臨時特例基金 8,721
下タ山公共建設残土処分場事業基金 68,354
十字谷残土処分場整備基金 47,755
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 33,011
生活排水処理事業基金 55,488
二日市温泉配湯事業施設整備基金 2,214
浜坂簡易水道事業施設整備基金 14,021

合　　　　計 1,548,775
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新
温
泉
町
の 

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
特
徴

　

平
成
20
年
度
は
、
投
資
的
事
業
を
必

要
最
小
限
の
予
算
化
に
止
め
た
た
め

借
金
で
あ
る
負
債
は
、
７
・
04
億
円
の

大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

１
０
０
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危

機
に
陥
り
、
国
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策

が
年
度
末
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
建
設
事
業
を
翌
年
度
に
繰

り
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
析
指
標
の
結
果
も
ふ
ま
え
る
と
、

有
形
固
定
資
産
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

も
の
の
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
の
た

め
資
産
の
価
値
が
全
体
的
に
下
が
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
将
来
世

代
の
負
担
は
平
成
19
年
度
と
の
比
較
で

３
・
４
％
減
少
し
ま
し
た
が
、
将
来
の

負
担
に
対
し
蓄
え
は
不
足
が
ち
と
な
っ

て
い
ま
す
。

住
民
１
人
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

新
温
泉
町
の
場
合
、
住
民
１
人
あ
た

り
の
資
産
は
２
４
２
・
６
万
円
と
な
り
、

昨
年
よ
り
も
０
・
４
万
円
多
く
な
り
ま

し
た
。
基
金
積
立
等
は
、
昨
年
と
同
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
負
債
は

１
０
５
万
円
と
昨
年
よ
り
も
２
・
３
万

円
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

H21（2009）.11.12

広報しんおんせん（11月号）

平
成
20
年
度
決
算

　
　

普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

平
成
20
年
度
の
新
温
泉
町
普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
し
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
は
、
企
業
会
計
手
法
に
よ
る
財
政
状
況
の
分
析
を
表
し
た
も
の
で
、
資

産
、
負
債
等
の
ス
ト
ッ
ク
状
況
の
全
体
像
を
、
総
合
的
か
つ
一
覧
性
の
あ
る
形
で
、

皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
す
。

平成 20 年度普通会計バランスシート
　（平成 21 年 3 月 31 日現在）

区　　　分 平成 20 年度
（単位：百万円）

住民 1 人あたり
（単位：千円）

資

　

　

産

有形固定資産 36,487 2,118
　　（うち土地） 7,024 408

民生関係 1,664 97
衛生関係 3,322 193
農林水産関係 6,548 380
土木関係 9,134 529
教育関係 9,758 567
その他 6,061 352

投資等 4,086 238
投資・出資金 3,094 180
貸付金 292 17
基金 533 31
退職手当組合積立金 167 10

流動資産 1,200 70
現金・預金 603 36

財政調整基金 441 26
減債基金 25 2
歳計現金 137 8

未  収  金 597 34
地方税 161 9
その他 436 25

資産合計 41,773 2,426

負

債

負債 18,080 1,050
固定負債 16,689 969

地方債 13,789 801
債務負担行為 0 0
退職給与引当金 2,900 168

流動負債 1,391 81
翌年度償還予定額 1,391 81

正
味
資
産

正味資産計 23,693 1,376
国庫支出金 4,563 265
県支出金 4,267 248
一般財源等 14,863 863

負債・正味資産合計 41,773 2,426

　

平
成
20
年
度
は
、
平
成
19
年
度
と
比

べ
資
産
が
６
・
13
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

主
な
増
減
に
つ
い
て
は
、
有
形
固
定

資
産
の
償
却
に
よ
り
、
12
・
71
億
円
減

少
し
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
20
年
度
の

急
激
な
経
済
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
国

に
よ
り
実
施
さ
れ
た
緊
急
経
済
対
策
事

業
を
、
平
成
21
年
度
に
繰
り
越
し
た
た

め
、
そ
の
財
源
と
な
る
国
庫
補
助
金
が

未
収
金
と
し
て
４
・
17
億
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

バランスシートの見方
◇本町の持っているストック＝資産（施設や道路など
の財産）と、その資産をどのようにして調達したか
を表します。
◇負債は、資産形成に関して将来世代の負担となる借
金を表します。

◇正味資産は、資産形成に関して現世代が負担した分
を表します。うち国庫支出金、県支出金は、国や県
が支出した金額、一般財源等は住民からの税金によ
り資産が形成された金額です。

◇バランスシートは、本町の行政活動のうち、資産の
形成につながるものを表します。
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　新温泉町財政のバランスシートを使った分析
財政分析指標 新温泉町 指　標　の　見　方

世 代 間 負 担 比 率 
（負債合計／有形固定資産合計）

49.6％ 今ある資産を将来世代がどれくらい負担しなけ
ればならないかを示します。

予 算 額 対 資 産 比 率 
（資産合計／歳入合計）

4.65 年 今ある資産の形成に何年分の歳入が必要かを示
します。

用語解説

有形固定資産　町の不動産（建物、道路な
ど）や動産（自動車、コンピューターなど）

のうち保有が長期に及ぶもの。

投資及び出資金　財団法人などへの出資金や
保有している有価証券。

歳計現金　歳入決算額と歳出決算額の差額。
未収金　年度末までに回収できなかった税金
など。

債務負担行為　資産として物件を引き渡され
たが支払が済んでいないもの等の金額。

退職給与引当金　年度末在籍職員全員が退職
するとした場合に支払われる退職手当金額。

翌年度償還予定額　年度末残高のうち、翌年
度の元金償還予定額を計上したもの。

一般財源等　主に住民からの町税や地方交付
税により資産がつくられた金額。

キャッシュ・フロー計算書　行政活動をお金
の流れから見たもので、一会計年度の現

金・現金同等物の増減内訳を表したもの｡

この計算書を見ればお金の流れがわかり、

基本的な考え方は歳入歳出決算書と同じ｡

【キャッシュフロー計算書の分析】
　この計算書では、活動区分（行政活動・投資活動・財務活動）別に表示することで、それぞれの活動における資金調達
の原資や、資金の使い方を明確にしています｡
　まず、行政活動によるキャッシュ ･フローでは、経常の行政活動から発生する資金を表しています。新温泉町では、約
28億円の黒字です｡ 次に、投資活動によるキャッシュ ･フローですが、固定資産の取得や貸付による収支などの資金を載
せています。
　社会資本形成を表す投資活動による支出を、将来の負担に頼らないためには、投資活動の赤字額を行政活動の黒字額の
範囲内に抑えなければなりません｡ 新温泉町は約 10億 9千万円の黒字となりました。
　最後に財務活動によるキャッシュ ･フローですが、これは地方債の発行 ･償還による収支を表しています｡ 平成 20年度
末では約 10億 2千万円の赤字となっていますが、町債残高が 7億 2千万円余り減少したことがわかります。

Ⅰ　行政活動によるキャッシュ・フロー
1 税収 1,713,031
2 使用料及び手数料収入 378,405
3 人件費による支出 ▲ 1,790,733
4 物件費による支出 ▲ 1,249,956
5 維持補修費による支出 ▲ 55,070
6 扶助費による支出 ▲ 543,741
7 諸収入 208,987

小　計　 ▲ 1,339,077
8 交付金による収入 4,724,801
9 国庫及び都道府県支出金による収入 835,478
10 分担金・負担金・寄附金による収入 29,079
11 補助費等による支出 ▲ 1,450,086

行政活動によるキャッシュ・フロー 2,800,195
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
1 有形固定資産の取得による支出 ▲ 456,262
2 国庫及び都道府県支出金による収入 115,892
3 財産の売却・運用による収入 68,740
4 貸付金元利収入 192,459
5 貸付金の貸付による支出 ▲ 231,000
6 投資及び出資による支出 ▲ 114,860
7 他会計・基金からの繰入による収入 30,678
8 積立基金への積立による支出 ▲ 29,085
9 他会計・定額運用基金への繰出しによる支出 ▲ 1,287,563

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,711,001
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
1 地方債の発行による収入 616,187
2 地方債の償還による支出 ▲ 1,338,184
3 支払利子及び公債諸費による支出 ▲ 303,509

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,025,506
Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額 63,688
Ⅴ　現金及び現金同等物の繰越残高 538,923
Ⅵ　現金及び現金同等物の年度末残高 602,611

【平成 20 年度　普通会計キャッシュフロー計算書】

―問い合わせ―
　総務課　財政係

　℡（０７９６）８２‐３１１１



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「11月のおすすめの本」
ご案内

圧力鍋でつくるかんたん！おかずの感動レシピ
牛尾理恵　著／成美堂出版

短時間で栄養を逃さず、おいしい料理
が出来て、光熱費も節約でき経済的と
大人気の圧力鍋。その特徴を活かした
使い方で、丸ごと野菜料理、肉料理、
おやつなど簡単に美味しくできるアイ
デアレシピを紹介。

ねずみ石
大崎梢　著／光文社

神支村のお祭では、「子」の字が書かれた
石を見つけた子どもの願いが叶うという
「ねずみ石」をさがす、恒例のイベントが
あった。四年前、「ねずみ石さがし」の最
中に、村で親子惨殺事件が起こり、今で
も未解決のままだった…。青春推理小説。

八〇万本の木を植えた話
イミエ　著／合同出版

モンゴル・モウソ砂漠は見渡す限り砂
の死の大地。その村で生き抜くため、
若い夫婦が 20年にも渡り、花や草や木
を植え続け、緑の王国を蘇らせました。
どんな試練も乗り越え、国からの支援
金も１円ももらわず、夫婦だけの力で
成し遂げた奇跡。感動の実話。

うわさのがっこう　へんなえんそくのうわさ
きたやまようこ　作／講談社

「うわさのがっこう」の子どもたちは、
『ひがしのもり』に遠足に行きました。
遠足は、森で色々な音、色を探すこと
でした。子どもたちは、聞こえる音を
ノートに書いたり、スケッチしたりし
ていました。すると突然、いぬぼうく
んの叫び声を聞き、行ってみると…。

マドレーヌとローマのねこたち
ジョン・ベーメルマンスマルシアーノ　作／童心社

ミス・クラベルと12人の女の子たちは、
ローマに旅行に出かけました。記念撮影
の時、突然カメラを盗まれ、とっさにマ
ドレーヌは泥棒を追いかけましたが逃げ
られてしまいました。迷子になったマド
レーヌに危機がせまります…。やんちゃ
なマドレーヌの大活躍シリーズ最新作。

   TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（11月号） 12

H21（2009）.11.12

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒
に参加しませんか。

『きつねと私の12か月』他
◆と 　き　11月28日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

クリスマスおはなし会　　　         
クリスマスにちなんだ絵本の読み聞か
せやおはなしをします。サンタさんも
登場しますので、みなさんぜひお越し
ください。

『楽しいクリスマスのおはなし』他
◆と 　き　12月12日（土）午後2時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

は休館日
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広報しんおんせん（11月号）

人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る 

基
本
計
画
の
主
な
人
権
の
課
題

◎
部
落
差
別
に
つ
い
て

　

部
落
差
別
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分

差
別
に
基
づ
く
も
の
で
、
今
な
お
結
婚

を
妨
げ
ら
れ
た
り
、
就
職
で
不
公
平
に

扱
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
差
別
事
案
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
町
民
の
一
人
一
人

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
層
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
な
お
す
と

と
も
に
、
自
ら
の
啓
発
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

◎
障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
人
々
の

理
解
や
配
慮
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
、
車
い
す
で
の
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た

り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、「
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（
等
し
く
生
き
る

社
会
の
実
現
）
を
基
本
理
念
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
と
障

が
い
の
な
い
人
と
が
、
一
緒
に
生
活
し

活
動
で
き
る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

◎
高
齢
者
に
つ
い
て

　

町
に
お
け
る
高
齢
化
の
現
状
は
、
平

均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
や
少
子
高
齢
化

な
ど
を
背
景
と
し
て
、
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
、国
連
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
そ
の
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
～

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、昭
和
50
年
（
１
９
８
２

年
）
12
月
９
日
、
国
連
総
会
に
お
い
て
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
を
採
択
し
そ
の
日

を
「
障
害
者
の
日
」
と
定
め
、
さ
ら
に
「
障
害
者
に
関
す
る
行
動
計
画
」
が
採
択
さ

れ
た
12
月
３
日
を
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
と
し
、
平
成
５
年
12
月
３
日
に
公
布
さ
れ

た
障
害
者
基
本
法
に
、
12
月
３
日
～
９
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
進
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
週
間

自
立
し
た
個
人
と
し
て
生
き
が
い
を
持

て
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
接
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
女
性
に
つ
い
て

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

よ
う
に
、
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と

ら
え
る
意
識
な
ど
か
ら
生
ず
る
種
々
の

男
女
差
別
は
、
家
庭
や
職
場
で
依
然
と

し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
解
消
も
、
重
要

な
課
題
で
す
。
少
子
化
や
高
齢
化
が
進

む
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
た
め
に

は
、
女
性
と
男
性
が
対
等
の
立
場
で
協

力
し
、
責
任
を
分
か
ち
合
う
事
が
大
切

で
す
。

◎
子
ど
も
に
つ
い
て

　

近
年
、
子
ど
も
に
関
す
る
事
件
や
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
陰
湿
な
「
い
じ

め
」
や
「
体
罰
」、
親
に
よ
る
「
虐
待
」

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
を
め
ぐ
る
問
題

は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

は
次
代
の
親
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も

達
の
人
権
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
外
国
出
身
者
に
つ
い
て

　

国
際
化
時
代
を
迎
え
、
本
町
で
も
百

人
近
い
外
国
籍
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
外
国
人
と
接
す
る
機

会
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
の
下
で
、
今
後
外
国
人
と
一
緒
に

住
み
や
す
い
町
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
地
域
で
交
流
の
場
を
設
け
、
お
互

い
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
感
染

者
等
に
つ
い
て

　

現
在
、我
が
国
に
お
い
て
は
、エ
イ
ズ
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
は
じ
め
、
感
染
者
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
の
不
足
か
ら
、

感
染
症
に
か
か
っ
た
人
々
に
対
し
て
、

日
常
生
活
、
職
場
、
医
療
現
場
に
お
け

る
差
別
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
正
し
い
知
識

や
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

12
月
３
日
～
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」、
12
月
４
日
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す
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事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
フロアースタッフ

不問
1,000

事務員 800～ 1,000
宅配業務 1,000

㈱マルワ渡辺水産 レジ 不問 720～ 800

㈱隆栄水産 ウエイター、
ウエイトレス 不問 800～ 950

㈱ハマサカ建設
コンサルタント

交 通 量
調査員 不問 1,250

北兵庫代行 運転手 不問 800～1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,000

㈲エフエムエル
サービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,500

㈱ E-STAFF 接客 不問 900～1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 730～1,000

（温泉地域）

㈱寿荘 客室係 不問 750～1,500
洗浄係 720～1,000

㈲ゆむら観光伯雲亭 旅館手伝い 不問 712～ 800
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 1,000

ケービックス㈱
鳥取事務所

クリーン
クルー 不問 715～ 800

㈱朝野家 調理補助 不問 750
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800～1,000
夢夢 フロアスタッフ 18 以上 1,100～ 2,000

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

フジコン食品㈱ 計量・包装
作業員 不問 143～ 147

日本精機宝石工業㈱
設計開発

40以下
151～ 201

生産作業・
生産管理 121～ 134

㈱隆栄水産
調理師

不問
270～ 300

販売補助 140～ 193
事務オペレーター 140～ 167

㈲福島仏壇店 営業 35以下 143～ 188
特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215

㈱中村重機 土木作業員 不問 184～ 230
仲山工業 鉄筋工 59以下 192～ 240
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 135～ 182

（温泉地域）
㈱寿荘 事務員 59以下 130～ 140

フロント 140～ 150
㈱御やどゆもと 客室係 59以下 198

ベジバス 飲食店運営
全般 不問 120～ 260

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 59以下 170～ 263

全但タクシー㈱ 自動車運転手 不問 122～ 127
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 145～ 185
㈱みよしや旅館 客室係 61以下 205～ 245
㈱井筒屋 管理サービス係 60以下 147～ 188
㈱朝野家 客室係 59以下 225～ 260

H21（2009）.11.12

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21年 10月 21日現在

広報しんおんせん（11月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇採 用 期 間　平成 21年 12月  1 日～平成 22年 3月 31日まで
◇受 付 期 間　平成 21年 11月 12日（木）～ 20日（金）午後 5時まで
◇面 接 日 時　平成 21年 11月 26日（木）午後 5時 15分から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２‐３１１１

平成 21 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について

職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

介護員 2名 介護業務
 日額

6,800 円
 （夜勤手当別途支給）

 介護老人保健施設
 ささゆり  満 60 歳未満

 午前 8時 30分～
 　　　午後 5時 15分
 （夜勤・土日勤務あり）
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
45―

老
後
の
備
え
は
農
業
者
年
金
で
安
心

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方

式
の
年
金
で
す

○
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で

の
間
で
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
で
き

ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

で
す

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在
価
値

に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
（
年
額

広報しんおんせん（11月号）

　

農
業
者
年
金
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農

地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

12
万
円
～
80
万
４
千
円
）
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
の
節
税
（
支
払
っ
た
保
険
料
の
15

～
30
％
程
度
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
農
業
の
担
い
手
に
は
、
手
厚
い
政
策

支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が
あ

り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
な
ど
、
農
業
の
担
い
手
と
な
る
方
に

は
、
国
か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の
保
険

料
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
補
助
は
次
の
３
つ
の
要
件
を

満
た
す
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
が
20

年
以
上
見
込
ま
れ
る
こ
と

②
必
要
経
費
な
ど
の
控
除
し
た
後
の
農

業
所
得
が
９
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と

③
【
表
１
】
の
区
分
１
～
５
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

農
業
者
年
金
相
談
会

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
正
し
い
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
適

正
な
受
給
、
加
入
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
個
別
方
式
に
よ
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

旧
制
度
加
入
者
、
受
給
待

機
者
、
新
制
度
加
入
者
等
の
希
望
者

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

【表 1】保険料の補助対象者と国庫補助額
区
分 必要な要件 国庫補助額

35 歳未満 35 歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000 円
（5割）

6,000 円
（3割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000 円
（5割）

6,000 円
（3割）

３ 区分 1または 2の者と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または後継者
10,000 円
（5割）

6,000 円
（3割）

４ 認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす者で、3年以内に両方を満たすことを約束した者
6,000 円
（3割）

4,000 円
（2割）

５ 35 歳まで（25 歳未満の場合は 10 年以内）に区分1の者になることを約束した後継者
6,000 円
（3割） ―

※最長 20年間、最高 216 万円の保険料補助が受けられます。

【表２】農業者年金の試算額
加入
年令

納付
期間

試算額
性別 保険料 2 万円 保険料 3 万円

20
歳

40
年

男性 91万円 136 万円
女性 79万円 118 万円

30
歳

30
年

男性 60万円   90 万円
女性 52万円   78 万円

40
歳

20
年

男性 35万円   53 万円
女性 31万円   46 万円

50
歳

10
年

男性 16万円   23 万円
女性 14万円   20 万円

※この試算は、65 歳までの付利利率が 2.30%、
65 歳以降の予定利率が 1.55%となった場合
の試算です。付利利率 2.30%は農業者年金
において期待される運用収益をもとに設定
した率、予定利率 1.55%は農林水産省告示…
（H21.4.1 施行）により定められている率です。

◆
老
後
生
活
は
こ
ん
な
に
長
い

　

65
歳
か
ら
の
平
均
寿
命
は
・
・
・
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広報しんおんせん（11月号）

図書館まつり
　10月 18 日（日）、加藤文太郎記念図書館で、浜坂出
身の登山家、加藤文太郎についてより多くの方に知って
いただく「図書館まつり」が開催されました。
　この催しは、10月 1日の図書館開館記念日に合わせ
て毎年行っているイベントで、今年は開館 15周年。文
太郎のゆかりの地めぐりや人形劇など多彩なイベントが
開催されました。図書館前では文太郎が生前食べたとい
われる文太郎鍋の振る舞いなどが行われました。鍋は地
元で採れた食材など 10種類以上をふんだんに使ったも
ので、訪れた約 200 人に振る舞われました。

100 歳を迎えた松岡靜子さん
　満 100 歳を迎えた松岡靜子さん（浜坂）の長寿を祝
福するため10月 30日（金）、馬場町長、中井社会福祉
協議会会長、すこやかクラブ連合会田中副会長らが松岡
さん宅を訪れ、銅版の祝い状、祝い品などを贈りました。
　この事業は、満 100 歳の誕生日を迎えられた方へ、
長寿のお祝いとして行っています。松岡さんは、新聞を
読むことが日課だそうで、週に 3回はデイサービスに
元気に通所されています。3人のひ孫と遊ぶ事が一番の
楽しみだそうで、楽しく毎日を過ごしておられます。

　本町の特産「松葉ガニ」の知識はもちろん、町の歴
史や文化などにも精通する「カニソムリエ」に新たに 6
人が認定され、10月 29 日（木）、新温泉町役場で認定
式が行われました。
　地域のブランド化を目指し、浜坂観光協会が中心と
なって取り組みを進めているこの事業は、平成 19年に
1期生 37 人が誕生。地域文化や観光などについて研修
を重ね、認定試験に合格した 6人が、2期生として馬場
町長から認定証を受け取りました。

カニソムリエ認定式

　10月 18日（日）、「七釜七不思議体験ゆ～っくりフォ
トウォーキング」が七釜温泉街で開催されました。
　このイベントは、七釜温泉内の七不思議と呼ばれるス
ポットを巡り、歩きながら風景などを撮影することで七
釜温泉の魅力を知ってもらうイベントです。この日は、
秋晴れの下、県外などからも 40人が参加しました。参
加者らはカメラを片手に「斎の神」「子授かり地蔵」な
どの温泉内の見どころを巡り、写真に収めていました。
ゴール地点では、七釜鍋が無料でふるまわれました。

　七釜七不思議体験ゆ～っくりフォトウォーキング
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   　　　　浜坂東小学校食農教育

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（11月号）

　10月 3日（土）、加藤文太郎記念図書館で「ビーズア
クセサリー作り」が行われ、主婦らを中心に8人が参加
しました。
　参加者らはそれぞれ好みの素材を選び、講師や図書館
職員の指導を受けながら、小さなビーズにピンを通した
り、チェーンを繋げたりと細かい作業に悪戦苦闘してい
ました。息子の岳くんと参加した高橋泉子さんは、「細
かい作業が難しかったけど、上手にできた。また参加し
てみたい」と話していました。

　但馬に伝わる伝統的な食べ物「栃餅」について学ぼう
と 10月 2日（金）、浜坂東小学校 3・4年児童 22人が、
久斗山おおすぎの館で栃餅作り体験などを行いました。
　児童らは久斗山農産加工組合の組合員から、栃の木や
実についての話を聞いた後、栃餅作りを体験しました。
児童らは慣れない手つきで餅を手でこね、できあがった
つきたてのもちを、おいしそうにほおばっていました。

　思い思いのドングリを選んで自分でこまを作り、競技
台の上で回して、回っているタイムを競う「第 21回兵
庫県どんぐりごま大会」が 10 月 4日（日）、県内 8会
場で開催され、全会場合わせて 523 人が参加しました。
　このうち但馬牧場公園では、県内外から親子連れら
18人が参加しました。参加者はたくさんあるドングリ
の中から自分の気に入ったものを選び、爪

つま

楊
よう

枝
じ

を軸にし
たどんぐりごまを作りました。参加者らは、勢い良く回
る手づくりのこまに歓声をあげるなどしていました。

兵庫県どんぐりごま大会

　農業体験を通じて、ふるさとおんせん会の会員と町
民との交流を深めるとともに、本町を広く PRしようと
10月 11日（日）、秋の収穫イベントが行われました。
　この日は鳥取県や神戸市などから会員ら 20人が参加
し、まず中山農地でサツマイモの収穫体験を行いました。
参加者らは、自分で掘った大きなイモを袋一杯に詰め込
んでいました。その後、但馬牧場公園でうどん打ち体験
が行われ、すずしろグループの会員らによる手づくりの
郷土料理とともに、昼食交流会が行われました。

　ふるさとおんせん会　秋の収穫イベント

ビーズアクセサリー作り
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浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

睦
会  

く
る
み
絵
・
ち
ぎ
り
絵
作
品
展

▼
と
き

　

11
月
11
日
（
水
）
～
12
月
９
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ち

ぎ
り
絵
、
く
る
み
絵
（
押
し
絵
）
グ

ル
ー
プ
「
睦
会
（
代
表　

丸
山
ひ
な

枝
さ
ん
）」
の
作
品
を
展
示

▼
展
示
数　

約
30
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.11.12

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

　

 

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
水
墨
画
～
田
中
正
一
・ 

　
　
　

   

富
美
代
二
人
展
」

▼
と
き　

11
月
20
日
（
金
）
ま
で　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
毎
週
月
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

田
中
正
一
・
富
美
代
夫
妻（
香

美
町
小
代
区
在
住
）
の
水
墨
画
作
品

を
展
示

▼
展
示
数　

約
40
点

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

新
温
泉
町
の
四
季 

わ
が
町
再
発
見
写
真
展

　

新
温
泉
町
の
恵
ま
れ
た
季
節
感
漂
う

色
彩
豊
か
な
風
土
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
５
回
新

温
泉
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
し
て

写
真
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
そ
の
入
賞
作
品
32
点
を
「
新
温
泉

町
の
四
季　

わ
が
町
再
発
見
写
真
展
」

と
し
て
展
示
し
ま
す
。

【
温
泉
会
場
】

◇
と
き　

11
月
21
日
（
土
）
～

「新温泉町青少年育成町民大会」開催のご案内
◇と　き　11月 14日（土）午後１時 30分～４時 30分
◇ところ　浜坂多目的集会施設　２階ホール
◇主　催　新温泉町青少年育成推進協議会、新温泉町ひょ
　　　　　うご学校応援プロジェクト実行委員会
◇内　容　・実践発表（６団体：久斗地区青少年育成推進
　　　　　　協議会、浜坂高等学校、熊谷小学校、夢が丘
　　　　　　中学校、浜坂南小学校、照来地区青少年育成
　　　　　　推進協議会）
　　　　　・記念講演：「ジャズ音楽の楽しさとリズム
　　　　　　　　　　　～吹奏楽指導を通じた学校支援と
　　　　　　　　　　　青少年の健全育成～」
　　　　　　講　師　㈱アール・シー・シー代表取締役／
　　　　　　　　　　大阪芸術大学客員教授　猪俣　猛氏
　　　　　・記念演奏：夢が丘中／浜坂中吹奏楽部との音
　　　　　　　　　　　楽セッション
　　　　　　〔①服部良一コレクション②オブラディオブラダ〕

－問い合わせ－
教育委員会　社会教育課

℡（０７９６）８２‐５６２９

　

12
月
６
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
浜
坂
会
場
】

◇
と
き　

12
月
12
日（
土
）～
23
日（
水
）

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

◇
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０
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ふ
る
さ
と
但
馬
学
生
フ
ェ
ア

　

地
元
但
馬
の
企
業
に
就
職
を
希
望
さ

れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
企
業

の
人
事
担
当
者
が
相
談
、
面
接
に
応
じ

ま
す
。
地
元
企
業
の
情
報
収
集
や
就
職

活
動
の
場
と
し
て
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
４
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

▼
対
象
者　

平
成
21
年
春
に
大
学
を
卒

業
し
た
未
就
職
者
、
平
成
22
年
春
以

降
の
大
学
卒
業
予
定
者

▼
内
容

　

企
業
説
明
会
及
び
面
接
相
談
会

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

ふ
る
さ
と
就
労
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

　

新
温
泉
町
役
場　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

「
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
」
に

関
す
る
無
料
相
談
会

　

若
年
無
業
者
（
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も

り
）
の
就
労
相
談
や
社
会
自
立
に
向
け

た
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
、「
労
協

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
若
年
者
の
自
立
を
目

的
に
各
種
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
を

全
国
で
展
開
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い

て
も
出
張
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
、
個
人
の
状
況
に
合
っ
た
支

援
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
次
の
一
歩

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
26
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
問
い
合
わ
せ　

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
３
３
３

　

新
温
泉
町
役
場　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

新
温
泉
町
中
小
企
業
振
興

資
金
融
資
制
度

　

町
内
で
事
業
を
経
営
し
て
い
る
事
業

主
を
対
象
に
、
低
利
の
融
資
を
行
い
ま

す
。
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

広報しんおんせん（11月号）

H21（2009）.11.12

▼
融
資
対
象
者

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
６
ヵ
月

以
上
の
事
業
実
績
が
あ
る
方

・
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１
年
以
上

の
事
業
実
績
が
あ
る
方

▼
融
資
限
度
額

　

一
企
業
あ
た
り
１
千
万
円

▼
融
資
の
用
途

　

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金

▼
融
資
利
率

　

短
期
融
資
（
１
年
以
内
）　

１
・
６
％

　

長
期
融
資
（
７
年
以
内
）　

２
・
２
％

▼
融
資
返
済
条
件

　

各
金
融
機
関
の
定
め
に
よ
る

▼
取
扱
金
融
機
関　

町
内
の
各
金
融
機

関
、
農
協
・
漁
協
及
び
み
な
と
銀
行

香
住
支
店
（
郵
便
局
を
除
く
）

▼
利
用
方
法　

ご
希
望
の
金
融
機
関
へ

ご
相
談
の
上
、
申
込
書
を
商
工
会
経

由
で
町
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

※
ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
融
資
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
消
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
11
月
15
日
（
日
）
～
21
日

（
土
）
の
一
週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
、夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
女
性
を
め
ぐ
る
各

種
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
15
日（
日
）～
21
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
11
月
15
日
（
日
）、21
日
（
土
）

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
相

談
電
話
番
号

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
（
主

に
女
性
人
権
擁
護
委
員
）

▼
相
談
方
法　

電
話
相
談
の
み
。無
料
。

秘
密
厳
守
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課　

　

℡
（
０
７
８
）
３
９
２
‐
１
８
２
１
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I N F O R M A T I O N
H21（2009）.11.12

広報しんおんせん（11月号）

　
 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
町
県
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付

見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が

必
要
で
す
。

▼
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発

行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
一
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

が
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

▼
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
上
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で
連
帯
し

て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯

主
及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の

納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得

税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身

の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
ご
家
族

分
の
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
も
、
申
告
す
る
方

の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

 

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
本
年
度
第
２
回
目
の
町
税

滞
納
処
分
に
よ
る
不
動
産
公
売
を
実
施

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
入
札
日
時

　

平
成
21
年
11
月
30
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分

▼
入
札
会
場　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

１
階　

小
会
議
室

▼
そ
の
他

・ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

公
売
保
証
金
確
認
・
農
地
取
得
適
格

者
確
認
等
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

徴
収
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

▼公売不動産の表示（登記表示） （単位：円）
売却
番号 区分 所在 地目 地積 最低公売

価額
公売

保証金

1 号 土地 七釜字前川原329 番 5 宅地 205.16
㎡ 1,600,000 160,000

2 号 土地 丹土字中縄手1484 番 田 2,002
㎡ 1,600,000 160,000

3 号 土地 丹土字竹之下1435 番 田 2,315
㎡ 1,500,000 150,000

※入札は売却番号毎に行います。
※１号は今回で最終（以後打切）となります。

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

11月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

11月25日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

11月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

11月19日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071
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快
適
な
ま
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る
下
水
道

１
日
も
早
く
下
水
道
に

接
続
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
川
や
海
な
ど
の
自
然
環

境
を
守
り
、
悪
臭
や
ハ
エ
、
カ
な
ど

の
害
虫
の
い
な
い
衛
生
的
で
、
快
適
な

美
し
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
大

変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
水

路
や
河
川
の
汚お

濁だ
く

の
主
な
原
因
の
一
つ

は
、
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
で
あ
り

河
川
環
境
へ
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
汚お

濁だ
く

の
原
因
を
解
消
し
、
水

路
や
河
川
の
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
も
、
早
期
に
下
水
道
へ
接
続
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

接
続
工
事
を
す
る
場
合
に
は
、
指
定
工

事
店
に
依
頼
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
正
く
使
っ
て
、 

地
域
の
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う

▼
異
物
に
よ
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

新
温
泉
町
で
は
、
ご
家
庭
か
ら
処
理

場
ま
で
汚
水
を
流
す
ま
で
の
地
形
、
条

件
な
ど
か
ら
２
８
２
ヵ
所
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
に
異
物
を
流
す
と
、
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
さ
さ
い
な
物
で

あ
っ
て
も
ポ
ン
プ
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
都
度
ポ
ン
プ
を
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
引
き
上
げ
て
修
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は

路
上
や
宅
内
に
汚
水
が
溢
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
施
設
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！ 

　
　
　
　

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
に
つ
い
て

の
費
用
は
一
切
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
し

あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
３
０
４

標
準
営
業
約
款
制
度「
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に

資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
厚
生
労
働

大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る

こ
と
を
登
録
し
た
お
店
で
す
。
登
録
点

は
、
店
頭
に
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を
掲
げ
て

お
り
、
安
全
、
清
潔
、
安
心
を
約
束
す

る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

▼
対
象
業
種　

理
容
店
、
美
容
店
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
、

一
般
飲
食
店

▼
問
い
合
わ
せ　

㈶
兵
庫
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
８
０
９
７

子育て応援特別手当（平成 21 年度版）の執行停止について
　平成 21 年度補正予算に基づき、12 月の支給開始に向け準備をすすめてまいりました子育て応援特別手当

（平成 21 年度版）につきましては、国の 21 年度補正予算の見直しによる執行停止に伴い、支給を取りやめ
ることとなりました。支給対象者のみなさまをはじめ、多くの方々に大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご
理解いただきますようお願い申し上げます。
　今回の執行停止につきましては、国が推進しています次期の子育て支援策強化に向けての事業見直し
によるものでありますことを何卒ご理解いただきまして、今後とも児童福祉行政へのご協力のほど、よ
ろしくお願い申し上げます。

◇厚生労働省ホームページ（子育て応援特別手当についてのお詫び）
　http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/juyou/kosodate/owabi/taisyou.html
◇問い合わせ　福祉課　こども未来係　℡（０７９６）８２‐５６２０

厚生労働省大臣認可
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I N F O R M A T I O N
牛
乳
パ
ッ
ク
・
食
品
ト
レ
ー
の

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
は
、
ご
み
の

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
、
牛
乳

パ
ッ
ク
と
食
品
ト
レ
ー
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
収
す
る
も
の　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
切

り
開
い
て
洗
い
、
乾
か
す
）、
食
品

ト
レ
ー
（
白
色
の
も
の
を
き
れ
い
に

水
洗
い
し
、
乾
か
す
）

▼
回
収
方
法　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

会
員
宅
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所　

住

民
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
期
限　

11
月
24
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
事
務
局

　
　
（
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

カ
ズ
ラ
編
み
篭か

ご

つ
く
り

　

世
界
に
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

▼
と
き　

11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
千
円
、
小
中
学
生

８
０
０
円（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
剪
定
ば
さ
み
、
作

業
の
で
き
る
服
装

▼
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
体
験

▼
と
き　

11
月
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
千
円
、
小
中
学
生

５
０
０
円

▼
持
ち
物　

手
袋

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

地
域
活
性
化
施
設
の 

利
用
者
募
集

　

地
域
活
性
化
施
設
（
旧
浜
坂
高
校
温

泉
校
）
を
民
間
事
業
者
の
力
で
再
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
お
貸
し
い
た

し
ま
す
。
地
域
振
興
と
雇
用
創
出
の
た

め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は

町
独
自
の
助
成
金
を
交
付
す
る
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
施
設

◇
施
設
の
名
称

　

新
温
泉
町
地
域
活
性
化
施
設

◇
所
在
地

　

新
温
泉
町
竹
田
９
３
１

◇
総
床
面
積

　

５
５
９
９
・
67
㎡

◇
使
用
料
（
月
額
）

　

20
万
８
２
０
０
円

◇
応
募
条
件

　

雇
用
創
出
ま
た
は
地
域
貢
献
が
見
込

ま
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

※
使
用
者
の
決
定
は
資
格
審
査
委
員
会

の
意
見
に
基
づ
き
に
決
定
し
ま
す
。

　

ご
希
望
に
よ
り
、
現
地
案
内
も
い
た

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

H21（2009）.11.12

広報しんおんせん（11月号）

募　

集

▼
作
り
方

①
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
分
け
、
茎

は
皮
を
む
き
短
冊
に
切
る
。
塩
少
々

（
分
量
外
）
を
入
れ
た
熱
湯
で
ゆ
で

る
。
人
参
は
５
㍉
の
厚
さ
の
輪
切
り

に
し
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
ゆ
で
た
熱

湯
で
、
硬
め
に
ゆ
で
て
ざ
る
に
あ
げ

る
。
し
い
た
け
は
４
つ
に
切
っ
て
お

く
。鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、バ
タ
ー

（
分
量
外
）
で
炒
め
て
皿
に
取
る
。

②
鍋
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、
小
麦
粉
を

振
り
入
れ
て
炒
め
る
。
牛
乳
を
少
し

ず
つ
入
れ
な
が
ら
の
ば
し
て
い
く
。塩
、

こ
し
ょ
う
で
味
付
け
し
、
ス
ー
プ
の

素
と
し
い
た
け
を
入
れ
て
と
ろ
み
が

つ
く
ま
で
煮
る
。
人
参
、鶏
肉
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
を
入
れ
て
約
３
分
煮
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

 

★
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ク
リ
ー
ム
煮

◆材料（４人分）
・ブロッコリー・・大 1個
・人参・・・・・・1/2 本
・しいたけ・・・・・4枚
・鶏肉・・・・・・  120g
・牛乳・・・・・2カップ
・バター・・・・大さじ 2
・小麦粉・・・・大さじ 2
・塩・・・・・小さじ 1/2
・こしょう・・・・・少々
・スープの素・・・・1個
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図
書
館
・
浜
坂
公
民
館
合
同
子
ど
も
体
験
教
室

「
ビ
ー
ズ
で
つ
く
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

参
加
者
募
集

　

ビ
ー
ズ
で
か
わ
い
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
５
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
対
象　

小
学
生　

　
　
　
　
　
（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円
程
度（
材
料
代
）

▼
募
集
期
限　

11
月
25
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

「
第
５
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
45
分
開
会

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
温
泉
町
湯
）

▼
主
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
部
門

ア　

一
般
の
部

　
　
　
　
（
中
学
生
以
上
・
混
成
も
可
）

イ　

一
般
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
以
上
の
女
性
）

ウ　

ふ
れ
あ
い
の
部

　
（
大
人
と
小
学
生
混
成
チ
ー
ム
。
常

時
２
名
以
上
小
学
生
が
試
合
に
出
場

す
る
こ
と
。
全
員
小
学
生
で
も
可
）

▼
対
象　

新
温
泉
町
在
住
も
し
く
は
在

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム　

４
名

（
選
手
登
録
は
８
名
ま
で
可
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
千
円

※
た
だ
し
、
チ
ー
ム
全
員
が
小
中
学
生

の
場
合
は
無
料

▼
募
集
期
限　

　

11
月
16
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

第
４
回
新
温
泉
町
親
睦
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

11
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育

館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
の
方

（
高
校
生
も
含
む
）

▼
チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
選
手
等
計
15

人
以
内
で
、
女
子
２
人
以
上
が
常
時

出
場

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
千
円
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

11
月
24
日
（
火
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

広報しんおんせん（11月号）

H21（2009）.11.12

個人事業税の納税について　
　個人事業税は、所得税、住民税とは別に、個人
で事業を行う方にかかる税です。
　個人事業税の第２期分の納期限は、11 月 30 日

（月）ですので、最寄りの銀行等の金融機関で納
めましょう。また、納税には便利な口座振替制度
もぜひご利用ください。

兵庫県

－こんな事はございませんか？－＼（☆ｏ☆）／　　
買って帰りたいのにかさばって困った。気付いたら切れているも
のがある。買いたくても重くて買いに行けない。こんなとき、私
ども「買い物代行サービス」をご利用ください。新温泉町で購入
できる商品でしたら、ご希望の物を何でもいくつでも、１回 800
円～でお届け致します。その他、大工等さまざまな技術を取得し
ているスタッフがそろっておりますので、日曜大工等人手が欲し
いときには、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明いたします。（お見積無料）
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】




